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　受託者責任を有する投資家にとって、ESG投資を行うに際し、その投資パフォーマンスが重要である。本稿で
は、ESG情報開示に積極的な企業への投資をESG投資と捉え、その投資パフォーマンスを分析した。ファクター・
モデル、傾向スコアマッチングなどの手法を用いて検証し、ESG情報開示と株式リターンとの関係は、必ずしも
有意にポジティブとも言えないが、マイナスとも言えないことを示した。ただし、2017年には有意にプラスと
なった。なお、本稿は本文と補論で構成されており、詳細を補論で述べている部分については本文中に注が付さ
れている。

１．はじめに
２．内外の先行研究レビュー及び仮説設定
３．分析方法の検討

４．実証分析
５．考察と残された課題
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